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分配⾦額について

HSBCグローバル・ターゲット利回り債券ファンド2022-09（限定追加型）（以下、当ファンドという）で
は、当期（第1期）の分配⾦額は10円（1万⼝当たり、税引前）といたしました。当期分配⾦額に関しまして
は、設定来の基準価額水準等を勘案して決定いたしました。

当ファンドにつきましては、年1回の決算時に基準価額が10,000円を超えている場合には運用状況を勘案し
たうえで、分配⾦を少額お⽀払いする予定とし、投資元本＋利回りの投資成果を償還時に提供する⽅針です。

追加型投信／内外／債券

分配⾦のお知らせ
第1期（2022年9月20⽇〜2023年10月2日） 決算日2023年10月2日

図１．基準価額と純資産総額の推移
（2022年9月20⽇（設定⽇）〜2023年10月2日）

（億円）（円）

（年/月）

基準価額は信託報酬（後掲の「ファンドの費⽤」をご参照ください）控除後のものです。分配⾦再投資基準価額は税引前分配⾦を再投資したものです。
将来の分配⾦は、運⽤状況によって変化します。

当資料の「留意点」については、後掲をご覧ください。

HSBCグローバル・ターゲット利回り債券ファンド
2022-09（限定追加型）

ご参考資料
2023年10月

データ等は過去の実績あるいは予想を示したものであり、将来の成果を示唆するものではありません。
市況動向やファンドの資⾦動向等によっては、上記のような運⽤ができないことがあります。

10円当期分配⾦
（1万口当たり、税引前）

10,191円
基準価額

（分配落ち後）

第1期分配⾦
10円

（1万口当たり、税引前）
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当期の基準価額の変動要因

当期決算⽇時点における分配⾦込み基準価額は、201円の上昇となりました。プラス要因としては債券利⾦要因
の＋419円で、利⾦収⼊の積み上げが⼤きく寄与しました。

一方、価格変動は139円のマイナス要因となりました。主な理由としては当初のポートフォリオ構築に伴う債券
および為替取引に係るコスト等が挙げられます。

当資料の「留意点」については、後掲をご覧ください。

※債券利⾦要因については投資対象の債券から得られる利⾦（外貨ベース）を円換算。※価格変動は債券価格、為替レートの評価等による変動要因
※基準価額の変動要因は、T-STARのデータをもとに算出した基準価額の主要項⽬別変動の概算値であり、確定値とは異なります。

データ等は過去の実績あるいは予想を示したものであり、将来の成果を示唆するものではありません。
市況動向やファンドの資⾦動向等によっては、上記のような運⽤ができないことがあります。

図2．基準価額の変動要因

（2022年9月20⽇（設定⽇）〜2023年10月2日）

米国国債のイールドカーブの変化

（％）

出所︓ ブルームバーグのデータをもとにHSBCアセットマネジメント株式会社が作成

当期の⽶国⾦利動向

図3．約１年
（2022年9月19日~2023年9月29日） （％）

米国の物価上昇は鈍化が続いているものの、水準としては依然高く、労働市場の逼迫も続いたことから、政
策⾦利の引き上げが継続しました。その結果、この約１年の⽶国債の利回りは、政策⾦利の動向の影響を受
けやすいと⾔われる２年国債利回りを中⼼に上昇しました（図3）。当ファンドの当期の残存年数と合致する
4〜5年国債の利回りも上昇（国債価格は下落）し、当ファンドが組み⼊れている社債価格の上昇を抑制する
要因となりました。

⾜もとでは⽶国の経済活動は、サービス業の勢いの鈍化と製造業の縮⼩により減速の兆しを⾒せており、労
働市場は求⼈数の減少などを通じて冷え込みの兆候を⽰していますが、依然として堅調であり、ソフトラン
ディングへの期待が高まっています。9月の米連邦公開市場委員会（FOMC）では利上げが⾒送られましたが、
足もと約2ヶ⽉の⽶国債利回りはやや上昇しました。
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図4．約2ヶ月
（2023年7月31日~2023年9月29日）
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当資料の「留意点」については、後掲をご覧ください。

データ等は過去の実績あるいは予想を示したものであり、将来の成果を示唆するものではありません。
市況動向やファンドの資⾦動向等によっては、上記のような運⽤ができないことがあります。

［当資料で使⽤している指数について］

指数に関する知的財産権その他⼀切の権利は各指数の公表企業などに属します。また、指数公表企業などは指数の内容を変更する権利および公表を停⽌する権利を
有しています。

米ドル建てグローバル社債のスプレッドの推移

※ グローバル投資適格社債:Bloomberg Global Aggregate - Corporate USD、グローバルハイイールド社債:Bloomberg Global High Yield 
Corporate USD。スプレッドはオプション調整後スプレッド（満期前に繰り上げ償還の可能性がある債券等について、発⾏体の繰り上げ償還の
権利をオプションとみなして、オプション価値を調整して求めた対国債スプレッド）

出所: リフィニティブのデータをもとにHSBCアセットマネジメント株式会社が作成

（2022年9月19日~2023年9月29日）

（年/月）

当期の米ドル建て社債の信用スプレッド動向
当期において、世界の米ドル建て投資適格社債市場の信用スプレッドは0.26%縮小（社債価格上昇要因）、
また世界の米ドル建てハイイールド社債市場の信用スプレッドは1.05%縮小（同）しました。

世界の⽶ドル建て投資適格社債市場およびハイイールド社債市場の信⽤スプレッドは、⽶国の経済⾒通しに
対する楽観論（ソフトランディング論、ノーランディング論）や中国不動産セクターに対する信⽤不安の後
退等を受け、2022年10月から2023年3月初旬までは縮小（社債価格上昇要因）しました。2023年3月には
シリコンバレー銀⾏や地銀の破綻、クレディ・スイスの経営危機問題などを受けて信⽤スプレッドは急上昇
しましたが、⽶政府による預⾦者保護やUBSによるクレディ・スイス買収などを受け3月下旬からは再び縮
小傾向となりました。

これまでの運⽤状況と今後の⾒通し

当ファンドは、⽶国経済の回復の恩恵を受ける⾦融、エネルギー、素材、資本財などの景気敏感セクターが
寄与し、当期を通して良好なパフォーマンスとなりました。また、⾼品質な銘柄を厳選して組み⼊れること
で⾦利上昇の悪影響を回避することに寄与しました。

今後米国は景気後退に陥る可能性はあるものの、深刻なものになるとは考えていません。当ファンドが投資
している高品質な投資適格社債、ハイイールド社債は予想される景気減速を乗り越え、今後も安定的なパ
フォーマンスとなると考えます。なお、当ファンドは、信託期間にわたり、魅⼒的な利⾦を⽣み出すと引き
続き予想します。加えて、将来の⽶国の政策⾦利に対する不透明感は増しており、⾼⽔準な利回り環境が続
くことは当ファンドのパフォーマンスにプラスに寄与すると想定します。

当ファンドは原則投資債券を持ち切る運⽤⼿法です。つまり、デフォルトがなければ保有債券は額⾯で償還
されます。一方、現況のように、運用期間中の市場環境の変化により基準価額は上下に変動いたします。し
かし、ファンドの償還⽇が近づくとともに保有債券の残存期間は短くなり⾦利変動による価格変動リスクは
減少します。さらに、保有期間に応じた利⾦収益が積みあがる商品設計となっています。

引き続き、保有銘柄をモニタリングし、必要とあれば保有銘柄の入れ替え、配分の調整等を実施してまいり
ます。今後も保有継続による利⾦収⼊の積み上げにご期待ください。
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当資料の「留意点」については、後掲をご覧ください。
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［当資料に関する留意点］

当資料は委託会社が運⽤状況の説明を⽬的として作成した資料です。当資料は信頼に⾜ると判断した情報に基づき作成し

ておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。当資料の記載内容等は作成時点のものであり、今

後変更されることがあります。また、データ等は過去の実績あるいは予想を示したものであり、将来の成果を示唆するも

のではありません。

投資信託はリスクを含む商品であり、主に値動きのある有価証券（外国証券には為替リスクもあります。）に投資します

ので、基準価額は組入有価証券の値動き、為替変動による影響を受けます。したがいまして、元本が保証されるものでは

ありません。投資信託の運用成果（損益）はすべて投資者の皆さまに帰属します。

投資信託は預⾦保険・貯⾦保険の対象ではありません。また、保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。登録⾦

融機関でご購⼊の投資信託は投資者保護基⾦の対象ではありません。当ファンドの購入のお申込みに関しては、⾦融商品

取引法第37条の6の規定（クーリング・オフ）の適用はありません。
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各種お手続きは

（商号・⾦融商品取引業者の登録番号・加⼊協会の順に表⽰、証券・銀⾏・保険毎 五⼗⾳順、2023年10⽉2⽇現在）
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登録番号

HSBCアセットマネジメント株式会社

⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第308号
加入協会 一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会/日本証券業協会

設定・運⽤︓


